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第
二
次
大
戦
後
最
悪
の
世
界
的
な
金
融
・
経
済
危
機
の
中
で
失
業
と
貧
困
が
社
会
を

覆
い
、
麻
生
政
権
の
支
持
率
は
低
迷
し
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、「
政
権
交
代
」
を

掲
げ
た
小
沢
・
民
主
党
も
ま
た
、
政
治
献
金
問
題
で
小
沢
の
秘
書
が
起
訴
さ
れ
た
こ
と

を
も
契
機
に
し
て
、「
対
決
」
の
姿
勢
が
鈍
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
会
は
奇
妙
な
平
穏
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
会
政
治
の
停
滞
状
況
に
あ
っ
て
「
戦
争
国
家
」
体
制
へ

の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る
事
態
が
次
々
に
進
ん
で
い
る
。

　

第
一
は
、「
海
賊
」
対
策
を
名
目
に
し
た
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
の
ソ
マ
リ
ア
派
兵
で

あ
る
。「
海
上
警
備
行
動
」
条
項
を
脱
法
的
に
適
用
し
て
三
月
一
四
日
に
呉
を
出
港
し

た
「
さ
み
だ
れ
」、「
さ
ざ
な
み
」
は
四
月
四
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
船
籍
の
船
を
護
衛
す

る
形
で
「
海
賊
船
」
ら
し
き
小
型
船
に
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
武
力
行
使
」
に

い
た
る
こ
と
な
く
そ
の
小
型
船
は
姿
を
消
し
た
。
し
か
し
、
ソ
マ
リ
ア
へ
の
「
派
遣
実

施
計
画
骨
子
」
に
よ
っ
て
も
商
船
護
衛
活
動
の
対
象
に
な
る
の
は
、
日
本
船
籍
の
船
や

日
本
人
船
員
が
乗
り
組
ん
で
い
る
外
国
船
、あ
る
い
は
日
本
企
業
が
運
航
す
る
外
国
船
、

そ
し
て
「
日
本
の
積
荷
を
運
ぶ
外
国
籍
船
舶
で
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
船
」
で

あ
る
。
こ
れ
自
体
、「
護
衛
」
の
対
象
を
大
き
く
拡
大
す
る
も
の
だ
が
、
報
道
さ
れ
て

い
る
か
ぎ
り
今
回
、
海
自
が
護
衛
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
船
籍
の
船
は
、
た
ま
た
ま
海
自

護
衛
艦
の
い
る
近
く
の
水
域
に
い
た
だ
け
で
、「
派
遣
実
施
計
画
」
に
よ
る
「
商
船
護
衛
」

の
対
象
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
違
法
な
「
護
衛
作
戦
」
発
動
な
の
だ
。

　

そ
の
上
に
、
新
た
に
「
海
賊
対
処
」
新
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
四
月
一
四
日
に
は

衆
議
院
で
審
議
入
り
と
な
る
。
政
府
・
与
党
は
ス
ピ
ー
ド
審
議
で
四
月
中
に
も
成
立
に

持
ち
込
む
構
え
だ
。
同
法
案
に
よ
る「
海
賊
対
処
」派
兵
は
、「
特
措
法
」派
兵
と
は
違
い
、

「
期
限
」や「
海
域
」に
制
限
の
な
い
海
外
軍
事
作
戦
で
あ
り
、「
正
当
防
衛
」「
緊
急
避
難
」

だ
け
で
は
な
い
「
任
務
遂
行
」
の
た
め
の
対
象
船
舶
に
対
す
る
「
危
害
射
撃
」
を
正
当

化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
「
人
工
衛
星
」
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
に
対
し
て
、
三
月
二
七
日
に
初
の
「
破
壊
措
置
命
令
」
を
発
令
し
、
米
日
韓
共
同
の

ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
実
戦
態
勢
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
３
搭
載
の
イ
ー
ジ

ス
艦
三
隻
が
日
本
海
と
太
平
洋
に
展
開
し
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
ミ
サ
イ
ル
が
首
都
圏
の
朝
霞
、

市
ヶ
谷
、
習
志
野
、
そ
し
て
秋
田
、
岩
手
両
県
の
自
衛
隊
基
地
に
移
送
・
配
備
さ
れ
た
。

四
月
五
日
の
北
朝
鮮
に
よ
る
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
を
受
け
て
、
国
会
で
は
「
北
朝
鮮
非
難
決

議
」
が
与
党
と
民
主
党
な
ど
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。
政
府
は
「
国
連
安
保
理
決
議
違

反
」
だ
と
し
て
新
た
な
国
連
決
議
の
た
め
に
奔
走
し
、さ
ら
に
北
朝
鮮
へ
の
独
自
の
「
追

加
制
裁
」
を
課
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
民
党
の
中
で
は
「
北
朝

鮮
の
基
地
へ
の
先
制
攻
撃
」
と
か
「
独
自
核
武
装
」
な
ど
の
主
張
が
叫
ば
れ
は
じ
め
て

い
る
。
北
朝
鮮
の
冒
険
主
義
的
「
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
」
を
利
用
し
て
、
日
本
の
戦
争
体
制

づ
く
り
が
フ
ル
回
転
し
て
い
る
。

　

第
三
は
、
二
月
一
六
日
に
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
と
中
曽
根
外
相
が
調

印
し
た
「
グ
ア
ム
移
転
協
定
」
の
国
会
批
准
で
あ
る
。
こ
の
米
海
兵
隊
の
「
グ
ア
ム
移

転
協
定
」
は
、
政
権
交
代
が
起
き
て
も
次
期
政
権
を
「
米
軍
再
編
」
の
枠
組
み
に
縛
り

つ
け
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
を
な
ん
と
し
て
も
実
現
し
、
グ
ア
ム
の
米
軍
基
地
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
拠
点
化
の
た
め
に
日
本
の
財
政
支
出
（
つ
ま
り
私
た
ち
の
税
金
）

を
強
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
衛
隊
を
米
軍
の
海
外
作
戦

部
隊
に
組
み
込
む
戦
略
の
一
環
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

沖
縄
県
議
会
は
昨
年
七
月
の
「
辺
野
古
新
基
地
反
対
決
議
」
に
続
き
、
三
月
二
五
日

に
は「
グ
ア
ム
移
転
協
定
反
対
決
議
」を
野
党
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。「
米
軍
再
編
」

を
巡
る
最
先
端
の
攻
防
が
沖
縄
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、
金
融･

経
済
危
機
に
直
撃
さ
れ
た
弱
体
・
不
安
定
な
麻

生
政
権
の
下
で
、
改
憲
・
戦
争
国
家
へ
の
ネ
ジ
の
巻
き
な
お
し
が
、
次
期
政
権
に
タ
ガ

を
は
め
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。
私
た
ち
は
失
業
・
貧
困
に
対
す

る
抵
抗
の
芽
を
、
戦
争
国
家
化
へ
の
反
撃
と
結
び
つ
け
る
た
め
に
議
論
と
行
動
を
作
り

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
七
日
）




